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人事
案件議案

農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

第
７
次
榛
東
村
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

榛
東
村
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
に
つ
い
て

　
提
出
さ
れ
た
12
人
の
農
業
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　

任
期 

令
和
８
年
５
月
14
日
～
令
和
11
年
５
月
13
日

令和８年 第１回定例会

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

陳情
陳情者 件名又は要旨 付託委員会 審査結果

群馬県有志の会
代表
　武井　俊樹 氏

ｍＲＮＡワクチン （レプリコンワクチンを含
む） 接種事業の中止の意見書提出を求め
る陳情書

文 教 厚 生
常任委員会

継続審査

氏　　名 地　区 氏　　名 地　区

岩
いわ

　田
た

　悦
えつ

　夫
お

 氏 長 岡 羽
は

　鳥
とり

　靜
しず

　男
お

 氏 新 井

野
の

　口
ぐち

　美
み

恵
え

子
こ

 氏 長 岡 真
ま

　下
しも

　治
はる

　彦
ひこ

 氏 新 井

栁
やな

　岡
おか

　　　稔
みのる

 氏 山子田 一
いち

　倉
くら

　伸
しん

　一
いち

 氏 広馬場

髙
たか

　
はし

　　　守
まもる

 氏 山子田 小
こ

　池
いけ

　　　修
おさむ

 氏 広馬場

小
こ

　山
やま

　伸
しん

　一
いち

 氏 新 井 田
た

　嶋
じま

　久
ひさ

　実
み

 氏 広馬場

飯
いい

　塚
づか

　綾
あや

　子
こ

 氏 新 井 村
むら

　上
かみ

　誠
せい

　一
いち

 氏 広馬場

職
務
の
内
容

農
業
委
員
会
委
員
は
、
農
地
の
売
買
・
貸
借
、
転
用
に
関
す
る
審
議
の
ほ
か
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
対
策
、
新
規
就
農
支
援
な
ど
を
担
い
ま
す
。
な
お
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
、
地
域
に
お
け
る
農
地
利
用
の
最
適
化
に

向
け
た
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

発委

榛
東
村
議
会
議
員
の
請
負

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

榛
東
村
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長　

生
方　

勇
二

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
個
人

が
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
行
う
請
負
に
つ
い
て
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
年
間
３
百
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
で
の
請
負
が
可
能
と
な
っ
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
請
負
の
状
況
の
透
明
性
を
確
保
し
、
議
会
運
営
の
公

正
と
事
務
の
執
行
の
適
性
を
図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長　

生
方　

勇
二

　
現
在
、
傍
聴
人
が
会
議
を
傍
聴
す
る
際
は
、
名
簿
方
式
の
受
付
簿
で

は
な
く
、
個
票
へ
の
記
載
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
榛
東
村
議
会
傍

聴
規
則
の
一
部
字
句
の
修
正
を
行
う
も
の
。

提 

出 

者

提 

出 

者

提
案
理
由

提
案
理
由

　
第
６
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
の
終
了
に

伴
い
、
村
が
目
指
す
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
明
確
に
す
る
た
め
、
第
７
次
総
合

計
画
基
本
構
想
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
人

口
減
少
や
地
域
課
題
に
対
応
し
、
協
働
に
よ

る
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を 

定
め
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
現
行
計
画
が

令
和
７
年
度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
見
直
し

を
行
う
も
の
で
す
。
令
和
６
年
度
よ
り
委
託

事
業
と
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
令
和

７
年
度
は
住
民
参
加
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、
都
市
計
画
審
議
会
を
経
て
上
程
す
る
も

の
で
す
。

提
案
理
由

提
案
理
由

e
n

jo
y
 S

H
IN

T
O

は

「
村

民

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
価
値
観

を
尊
重
し
誰
も
が
」
と
あ
り
ま
す

が
、
読
め
な
い
方
も
い
る
中
で
、

全
員
に
と
っ
て
の
表
現
か
疑
問
で

す
。
人
口
減
少
の
中
で
、
暮
ら
し

に
寄
り
添
い
支
え
合
う
意
見
が
議

論
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

enjoy

は
英
語
表
記
で
あ
る
点
に

つ
い
て
読
め
な
い
方
へ
の
配
慮
は

審
議
会
で
は
特
段
議
論
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
審
議
会
でenjoy 

SHIN
TO

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
や
地
域
団
体
と
の
協
働

は
基
本
目
標
に
位
置
づ
け
推
進
し

て
い
く
も
の
で
す
。 

計
画
期
間
中
に
総
合
計
画
の
審
議

等
で
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

は
ど
の
よ
う
に
行
う
想
定
な
の
か

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
20

年
後
の
将
来
を
見
据
え
つ
つ
、
個

別
具
体
の
変
更
時
は
整
合
性
を
図

り
計
画
検
討
、
関
係
者
と
整
合
性

を
十
分
に
図
り
、
緻
密
な
検
討
で

進
め
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

問

答

答

討
論

討
論

�

中
島
由
美
子 

議
員

　

村
に
合
致
す
る
具
体
的
目
標
や
継
続

性
、
実
人
数
把
握
に
欠
け
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
に
も
反
す
る
た
め
反
対
し
ま
す
。

波
多
野
佐
和
子 

議
員

　
審
議
会
が
議
論
を
重
ね
策
定
し
、
村
の

自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
、
人
口
展
望

を
踏
ま
え
た
重
要
な
指
針
と
判
断
し
賛
成

し
ま
す
。

須
田　

仁
美 

議
員

　
将
来
像
や
優
先
順
位
が
抽
象
的
で
指
摘

も
不
明
確
で
す
。
人
口
減
少
対
策
や
財
政

裏
付
け
も
不
足
し
、
時
期
尚
早
と
判
断
し

反
対
し
ま
す
。

生
方　

勇
二 

議
員

　

さ
ま
ざ
ま
な
村
の
団
体
の
代
表
な
ど
、

多
く
の
方
が
参
画
し
て
い
る
総
合
審
議
会

で
審
議
し
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ

れ
を
尊
重
し
て
賛
成
し
ま
す
。

�

浅
見　

　

隆 

議
員

　

７
次
総
合
計
画
が
不
十
分
な
中
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
先
行
し
、
審
議
会
の
意
見
も

反
映
さ
れ
ず
基
軸
が
不
十
分
と
考
え
、
反
対

し
ま
す
。 

清
水　

健
一 

議
員

　

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
検
討
委
員
会
、

住
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
都

市
計
画
審
議
会
で
審
議
さ
れ
た
と
理
解
し
賛

成
し
ま
す
。 

栁
岡　

利
精 

議
員

　

総
合
計
画
は
作
成
途
中
で
集
約
不
十
分
、

そ
の
派
生
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も

方
向
性
に
欠
け
検
討
余
地
が
あ
り
、
反
対
し

ま
す
。 

新
井
佐
智
子 

議
員

　
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
経
て
提
出
さ

れ
、
図
面
や
写
真
が
わ
か
り
や
す
く
、
将
来

を
見
据
え
た
プ
ラ
ン
と
し
て
賛
成
し
ま
す
。

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

SDG ｓとはSDG ｓとは…Sustainable（持続可能）Development（開発・発展）Goals（目標・理想）のことです。
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事
業
費
の
確
定
又
は

確
定
見
込
み
に
よ
る
増
減
な
ど

た
め
池
劣
化
状
況
調
査
業
務
に
係
る

県
費
補
助
金
を
繰
り
越
し

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

自
然
環
境
、
景
観
等
と
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例

し
ん
と
う
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
作
成
事
業
費
を

令
和
８
年
度
へ
繰
り
越
し

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

補正
予算

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�

（
第
12
号
）

6117万9千円
増 額

　
年
度
末
に
な
り
、
歳
入
に
お
い
て
は
収
入
額
の
確
定
又
は
確

定
見
込
み
に
よ
る
増
減
、
歳
出
に
お
い
て
は
事
業
費
の
確
定
又

は
確
定
見
込
み
に
よ
る
増
減
を
主
な
理
由
と
す
る
補
正
予
算
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
ん
と
う
ち
ゃ
ん
の
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
、
国
外
の
製
造
工
場

か
ら
３
月
中
に
納
品
さ
れ
支
払
が
完
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、

現
在
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
る
物
流
遅
延
が
あ
り
、
納
品

が
４
月
以
降
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
令
和
８
年
度

へ
事
業
費
を
繰
り
越
す
も
の
。

・
令
和
８
年
４
月
か
ら
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

の
開
始
に
伴
い
、
保
険
税
と
合
わ
せ
て
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
を
新
た
に
徴
収

・
被
保
険
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
険
税
の
均

等
割
額
の
み
減
額
（
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
・

介
護
納
付
金
分
）

　
自
然
環
境
、
景
観
等
と
調
和
の
と
れ
た
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

【趣
旨
・
目
的
】

　

村
の
美
し
い
自
然
環
境
及
び
魅
力
あ
る
景
観
の
維
持
を
図

り
、
村
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
。

【概
要
】

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
計
画
す
る
事
業
者
に
対
し
、
村

が
必
要
な
手
続
及
び
審
査
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
村
民
の
生

活
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
。

　
大お
お
宮み
や
、
八は
ち
幡ま
ん
、
別わ
け
分ぶ

、
宮み
や
室む
ろ
貯
水
池
の
、
た
め
池
劣
化
状
況

調
査
業
務
に
係
る
農
地
防
災
事
業
等
補
助
金
（
県
費
補
助
金
）

７
９
２
万
円
の
歳
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
８
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
予
定
で
す
。

物
価
高
騰
対
策
給
付
金
事
業
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
給
付
金
等
が
２
９
０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い

る
理
由
は
何
で
す
か
。

定
額
減
税
の
不
足
給
付
の
対
象
者
人
数
が
、
１
９
７

０
人
か
ら
１
６
０
０
人
に
減
じ
た
こ
と
に
よ
る
減
額

で
す
。

国
土
調
査

（
地
籍
調
査
）
事
業
負
担
金
の
収
入
が
１

４
４
３
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
理
由
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
初
は
２
２
５
０
万
円
の
歳
入
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
県
の
負
担
金
の
交
付
確
定
額
が
予
定
よ
り
も

少
な
か
っ
た
た
め
、
差
額
分
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
歳
出
に
つ
い
て
も
、
県
負
担
金
の
減
額
に
応
じ

て
、実
施
す
る
範
囲
を
絞
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
総
務
費
の
学
校
備
品
費
が
１
１
４
４
万
円

減
額
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

児
童
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
入
札
執

行
残
に
よ
る
も
の
で
す
。

道
路
新
設
改
良
費
が
６
０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
単
独
事
業
で
実
施
予
定
だ
っ
た
道
路
を
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業
へ
振
り
替
え
た

り
、他
の
工
事
の
入
札
差
金
等
を
積
み
上
げ
た
結
果
、

予
定
し
て
い
た
事
業
が
実
施
で
き
た
た
め
減
額
し
ま

し
た
。

問問問 答答答答 問

歳　　　入 歳　　　出
村税　� １１３４万円

法人事業税交付金　� １０００万円

地方消費税交付金　� ２７００万円

普通交付税　� １億２７２５万円

子どものための教育 ・保育給付費国庫負担金
� ４３１２万円

子どものための教育 ・保育給付費県費負担金
� 　１５９４万円

農地防災事業補助金　� ７９２万円

国土調査 （地籍調査） 事業負担金�　▲１４４３万円

財政調整基金繰入金� ▲1億９１９７万円

渋川地区広域市町村圏振興整備組合ふるさと市町村圏基金清算金
� ９６３９万円

減債基金費　� １３００万円

企業版ふるさと納税基金費　� ６３９万円

財政調整基金費　� ９６３９万円

物価高騰対策給付金事業等　�▲２９００万円

ふれあい館管理運営費　� ５９３万円

児童保育費　� ５９５２万円

地籍調査一般経費　� ▲１７３１万円

相馬原用水費 （ため池劣化状況調査）
� ７９２万円

村単独道路新設改良事業� ▲６００万円

教育施設整備基金費� １億円

学校教育総務費 （学校備品費）
� ▲１１４４万円

主な内容

調査対象の八幡貯水池の開閉機

　渋川地区広域市町村圏振興整備
組合ふるさと市町村圏基金に関す
る共同処理する事務を、令和８年
３月31日をもって廃止することが
決定されました。よって、基金に
属する財産は渋川市、吉岡町、榛
東村、群馬県へ帰属することとな
り、村へ清算金9639万円の収入
がありました。
　この清算金は、渋川地区広域市
町村圏振興整備組合負担金の増加
に備え、財政調整基金へ積み立て
られます。

渋川地区広域市町村圏

振興整備組合議会からの報告

条例
改正

条例
制定

【国民健康保険税の均等割額改定内容】

現行 改定後

医療分 24,000円 ➡ 22,000円

後期高齢者
支援金等分

8,400円 ➡ 7,900円

介護納付金分 9,000円 ➡ 8,000円

補正
予算

令
和
７
年
度

一
般
会
計

�
（
第
13
号
）

繰越明許費
58万円

繰越明許費とは繰越明許費とは…年度内に完了しない公共工事や経費支出について、事前に議会の承認を得て、そ
の予算を翌年度に繰り越して使用できる制度です。

子ども ・ 子育て支援金制度とは…子ども ・ 子育て支援金制度とは…子どもや子育て世帯
を社会全体で支えるための新たな仕組みです。
令和８年４月から始まり、全ての医療保険加入者が「支
援金」を負担することで、子育て支援策の安定的な財
源を確保します。世代を超えた分かち合いを目的とし
た制度です。

繰
越
明
許
費

　
観
光
一
般
経
費�

58
万
円

（万円未満は切り捨て）


